
１日の生活は足もとから 

「足もとを見る」という言葉があります。これは、相手の弱みにつけ込むというような意

味です。昔、宿を営む悪い人が、旅人の足のよごれ具合を見て、宿泊の料金を決めていたと

いうことが、この言葉の由来だと言われています。長旅でつかれている人は、少々値段をつ

り上げても宿泊料を支払ってしまったそうです。 

 「足もとをすくわれる」「足が重い」「足をひっぱられる」「足場を固める」など、他にも

足（脚）に関する慣用句やことわざはたくさんあります。 

「おしゃれは足もとから」というキャッチコピーのテレビ CM もありました。 

このように、「足（脚）」という言葉は、昔から、人物像を見きわめたり、成功と失敗を左右

するような場面に使われてきました。 

 考えてみれば、人間が二足歩行をするようになってから、１日の生活を支えているのは足

です。そこが整っていないと、その人の生活がいいかげんになってしまうことは、うなずけ

ます。 

 みなさんも、足もとに気を配り、しっかり「地に足をつけた」生活を心がけましょう。 
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